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令和８年３月３日 

令和７年度とうきょう すくわくプログラム推進事業 活動報告書 

園名 江東区立平久幼稚園 

所在地 江東区木場 1-2-2 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞

 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール

 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

 

 

表現 

５月～１１月 園庭の自然環境や砂場などの環境に関わり、様々な表現遊びを楽しむ 

〇砂場での砂、泥遊びを楽しむ中で、イメージしたことを表現したり、気付きや発見を楽しんだりする。 

  環境 → 砂場・水・ホース・たらい・ベンチ・机・外用プレイハウス 

  砂場の遊具 → バケツ・スコップ・様々な型の容器・じょうご・ふるい・こて・雨どい・トンネル 

〇園庭の自然物を取り入れて表現することを楽しむ。 

  園庭の自然環境 → 野草を摘むことができる花壇・花・落ち葉・果物 

                  （意図的に遊びに生かせる植物を栽培する） 

 色水遊びやごっこ遊びに生かすための道具 → すりこぎ・すり鉢・カップ・、やかん・じょうご・茶こし 

                             ペットボトル・皿・スプーン・お玉・ 

幼児は、日常的に直接体験を通して感じたことを伸び伸びと表現しながら遊ぶことを楽しんでいる。そこ

で、新たな遊具や場を設定することで、興味や関心を広げ、友達とごっこ遊びにじっくりと取り組む中で、

考えたり試したりしてイメージを表現するための様々な表現方法を探究するため。 
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４．探究活動の実績 

＜活動の内容＞

 

＜活動中の子供たちの姿・声、子供同士や子供と保育者との関わり〉 

●砂や泥の感触を楽しみながら、イメージを膨らませ、様々な表現を楽しむ。 

 ・掘ったり固めたりしながら、形が変化する状況やイメージしたものを作る過程を楽しむ。 

 ・大きな山を作りたい、ケーキを作りたいなど、イメージを実現させるためにはどうすればよいか、試行

錯誤しながら、様々な方法を試すことを楽しむ。 

 ・友達と協力したり、友達の気付きを取り入れたりしながら、砂や泥で形を表現することを楽しむ。 

 ・発見や気付きを友達と共有し、「もっとこうしてみたらどうなるか」など新たな課題を見付けて取り

組む楽しさを味わう。 

●草花や木の実、葉っぱなどを使って、様々な表現を楽しむ。 

 ・草花をすりつぶし、色水を作り、お茶やジュース、スープなど飲み物や食べ物に見立てて遊ぶ。 

 ・砂で固めて作った造形物に、花びらや葉っぱ、木の実を飾って、イメージ膨らませたり見立てたりし

て遊ぶ。 

 ・様々な色の落ち葉を集め、落ち葉アートを制作する。 

●砂が乾いている、湿っているなど、その日の砂の状況に応じて、水の分量をどれぐらい足したらよいか、

繰り返し試しながら探究する姿が見られた。 

●こうしたいという思いをもって作っているうちに、砂の状況が変化することで、「面白い」と感じ、そこから

「もっとこうしたらどうなるかな？」と遊びが深まっていく様子も見られた。大きな山を作って繰り返し水を

流して楽しむ中で、水をたくさん流したとき、高いところから水を流したときに水の流れが早くなることや、

削る力が大きくなることにも気付いた。 

●固めた砂に花びらや野草、木の実などを配色や形をじっくりと選び考えながら自然物を使ってデコレーシ

ョンすることを楽しむ姿も見られた。色や香り、感触の違いに気付き自然の面白さ不思議さに心を動か

す様子も見られた。友達同士で「それはどこで見つけたの？」「いいね。私もやってみよう」と刺激し合っ

て、自然物の色や形を果物やお菓子などいろいろなものに見立てて表現する楽しさを味わう姿が見ら

れた。 

●野草や花びらをすりつぶして色が出ることに気付き、そこからイメージを広げ、「ぶどうジュースになった！」

と鮮やかな色ができたことを喜ぶ姿や「今度は、この花でやってみよう」といろいろな素材を選んで夢中に

なって試す様子が見られた。同じ色の花びらでも、色が出やすいもの出にくいものがあることや、すりつぶ

してみると予想していた色と違うことに気付いたりする様子も見られた。また、「この葉っぱでお茶ができ

ると思うよ」と葉っぱの色からこうかもしれないと予想し、楽しみながらすりつぶし、「やっぱり、お茶の色に

なった」と検証する姿も見られた。水を加減しながら様々色水を作り、ペットボトルに入れて色の違いを

楽しんだり、ジュースやお茶・スープなどに見立てて、ごっこ遊びを楽しむ様子も見られた。 
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＜活動の様子＞

 

 

５．振り返り 

 

 

以上 

 

（振り返りによって得た保育者の気づき） 

●幼児が身近な自然に興味や関心をもち、見たり触れたり遊びに取り入れたりして楽しめるように、

年間を通して、時期にあった栽培物の環境を整えることが大切である。幼児が諸感覚を使って楽

しむことができるよう、色や香り、形などに特徴がある植物を意図的に栽培することで、幼児が興

味や関心をもつことに繋がる。見て楽しむ植物、自由に摘んで遊びに生かす植物を分かりやすく

設定することで、幼児が主体的に遊びに取り入れることができる。 

●幼児が繰り返し試し、試行錯誤する時間をたっぷりと保障し、気付きや発見を受容し、タイミング

よく問いを投げかけることで、幼児の探究が深まっていく。 


